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Summary
TheLaboratoryAnimalManagementResearchCenterlnKawasakiMedical SchoollSafacility
maintalnlnglaboratolyanlmals. ItcomprlSeSfiveal･etlS二1)SPF (SpecificPathogelFree,newly
establishedarea).2)Clean,3)ColVentional.4日nfectedanlmal.ald5)AdmlnlStl･atl()nareas.Eacharea
possessesI,-diferentmicrobiologicalstandardsgl･ade.AndtheenvironmentfortherearilgOfanimalsIS
keptcleanandcomplieswlththelnStltutlOnalstandardconcei･nlngpathogens. Wehavemanagedthis
facilitywhileespecialytakingcareaboutthemicl･00rganlSmlegulatiolandthesanltarymanagement.
はじめに
川崎医科大学では､学内の教職員及び大学院生の
共用研究施設として､中央に8つの研究センターが
設けられている｡医用生物センターはそのうちの1
つで､医学分野での研究に欠くことのできない研究
用実験動物を集中飼育管理する施設である｡当セン
ターは平成 18年-19年度にかけて改修工事が行わ
れ､それに伴い､管理運営業務も大きく変化した｡
本稿では､大学の動物実験施設の一例として､改修
後の医用生物センターの設備と管理運営について紹
介する｡
施設概要
当センターは動物実験分野の飼育部門のみを担当
しており､総面積 2,861m2､年間利用者数はのベ
7,250名､34教室の教職員および大学院生が共同利
用している｡近年､飼育動物種に大きな変化があり､
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図 1 川崎医科大学医用生物センター平面図
同一-フロアにコンベンショナルエリア ･クリーン
エリア･SPFエリア･管理エリアが設置されている｡
感染動物飼育エリアは別フロアに既設されている｡
イヌ ･ブタ等の大型動物やウサギなどは減少傾向に
ある｡一方､遺伝子の機能を個体レベルで解析する
手段として遺伝子改変動物を用いた研究がますます
重要になってきており､本学でも遺伝子改変マウス
の利用が大幅に増加している｡
当センターは､現在 5つのエリアに区分されてい
る (図 1)01)SPFエリア､2)クリーンエリア､3)
コンベンショナルエリア､4)感染動物飼育エリア
(大動物は除く)及び､5)管理エリアである｡
SPFエリアは改修時に新設されたエリアであり､4
つの飼育室と1つの処置室から構成されている(図2､
3)｡エリア内には､専用のオー トクレーブ･EOG滅
菌器･バスルーム･パスボックスが設置されている｡
図2 SPFエリア飼育室
エリア完成直後の動物搬入前の飼育室内の様子｡
SPFエリア内にはこのような飼育室が4部屋ある｡
図3 SPFエリア処置室
安全キャビネット･クリーンベンチ ･吸入麻酔器等
が設置されており､簡単な処置はエリア内で行える｡
また､2箇所のHEPAフィルターを介した空気が各
飼育室に供給され､さらに飼育ラック内には､給気
プロア内のHEPAフィルターを通った空気が運ばれ
る｡ラック内の空気は飼育室に漏れることなく､ク
リーンラック内排気口からHEPAフィルターを装着
した排気プロアを通り､エリア外に排出される｡こ
のように動物にとっては汚染の危険性が少なく､人
間にとっては臭いやアレルゲンに暴露されにくい､
環境のよい設備が整っている｡クリーンエリアは準
SPFエリアとして､高い清浄度が維持されており､
飼育室内へはHEPAフィルターを介した繕浄な空気
が供給されている｡コンベンショナルエリアはセン
ター外に持ち出す動物の他､積極的な微生物統御が
行われていないウサギ ･モルモット及びイヌ ･ブタ
等の大型動物の飼育専用区域となっている｡感染動
物飼育エリアは､特定の感染病原体を感染させた動
物の飼育専用区域であり､他エリアとは異なるフロ
アに設置されている｡エリア内には､陰圧型のアイ
ソレーターラックや安全キャビネット等が設置され
ており､徹底 した病原微生物の拡散防止対策がとら
れているO最後に､管理エリアはセンター運営に係
わる諸作業及び事務管理業務を目的としたエリアで
ある｡管理室 ･洗浄重 ･センター職員による剖検用
処置室 ･各種記録と資料や器具等の保管用倉庫等か
ら構成されている｡全てのエリアの境界面には､汚
染防止のための前案が設置されている.
微生物統御
当センターの管理運営において､重点を置いてい
ることの 1つに微生物統御があるC当センターは､
建物の構造 Lの問題で､前述のように清浄度の異な
るエリアが同一フロアに余儀なく存在する｡また､
二重廊下方式ではなく､飼育管理の動線のクロスが
避けられない構造であるため､エリア間での相互汚
染を防l上するため､施設管理上､いくつかの規則を
設けている｡
センター改修によりエリアが区分された際に､ま
ずエリア毎の入室手順を定めた｡エリアの境に設け
られている前室で各エリア専用の着衣 ･履物に交換
し､マスク ･キャップ ･手袋を装着する｡より厳重
な管理が必要となるSPF工.)アに関しては､手指 ･
足 ･顔を洗浄した後､専用の滅菌された肌着を着糾
し､その上から滅菌無塵衣 tブーツ ･キャップ ･マ
スク･手袋を蓑着する (図4)｡最後にエアシャワー
を浴びてエリア内に入室する｡SPFエリアの利用に
あたって､新規利用者には､事前に入室手順 ･更衣
等の トレー ニングを必ず受けていただいている｡
図4 SPFエリア入室時の着衣
滅菌された無塵衣･キャップ･ブーツを着用するC
次に､異なるエリアを利用する場合の作業動線に
ついては､相互汚染を防ぐために､必ず清浄度の高
いエリアから低いエリアへ移動することを利用者に
徹底し､逆の動線は禁止している｡また､センター
職貝も管理をするとで､エリア毎に担当者を定め動
線を考慮 した作業内容を実施している｡
さらに､センター内に搬入される動物については､
搬入規制を設けることにより､外部からの微生物の
持込を防止 している｡国内のヰ要な実験動物ブリー
ダーから入荷する場合は､各社のSPFグレー ドのも
のを搬入し (コンベンショナルエリアに搬入される
イヌ ･7■夕などの大型動物は除く)､それ以外の大
学 ･研究機関等から動物を受け入れる際には､当セ
ンターでエリア毎に設定している病原微生物の項臼
について､事前の検査証明書の提出を義務づけてお
り､1項目でも陽性であれば搬入はできない｡
また､当センターで飼育する動物の微生物学的品
質を保証するために､固動物 (マウス ･ラット)を
飼育し､定期的に微生物モニタリングを実施してい
る｡SPFエリアではマウスについて年 3-4回､
ICI.ASモニタリングセンターに外拝し､31項目に関
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して検査 している｡ これ までに常在菌である
StapLylococcusauI･euS(黄色ブドウ球菌)のみが--
部の飼育ラックで検出されたが､他の病原体につい
ては､検出されていないことから､SPFエリアが清
浄に維持できていると考えられるOその他のエリア
では､マウス･ラットについて年2lnJ､ELISA法に
て､4種類 (Sendaivirus,Mousehepatltisvirus,
MycoplasmapulmoDIS,TyzzerlsOrganism)の病原
体を対象とした自家検査を実施している｡これまで
に実施した検査では各エリア飼育室の全てにおいて
4種類とも検出されなかった｡
このように､微生物統御に関して､基準を設け定
期的に検査 し徹底した管理を心がけており､開設以
来､汚染事故は発生していない.しかし､万が一弓弓
染-■声故が発生した時には､大学が定めている基準に
したがって対策をとることにしており､場合によっ
ては､飼育中の動物の安楽死処分と施設のクリーン
アップが必要となる｡
衛生管理
衛生管理は､センター職員が毎日のルーチンワー
クとして､動物管理に取りかかる前に実施している｡
基本的な作業は､各エリアの廊下･前室を掃いた後､
弱酸性次亜塩素酸水 (ハイポックウオーター 塩素
濃度 :50ppm)を噴霧して空中浮遊細菌および落下
細菌を殺筒している｡また､前室に設置してある予
防衣 .サンダルの消毒 ･交換を行う｡さらに､週に
1度更衣室の床 ･すのこ表面を両性界面活性剤 (ニ
ッサンアノン)で拭き取り､清掃を行っている｡飼
育室のクリーンアップ時には､二酸化塩素溶液 (エ
クスポア)を噴霧 している｡また､感染動物飼育エ
リアでは､ニッサンアノンに加えて､ヨウ素系の殺
菌消毒薬も使用している｡
これらの作業効果を検証するために､主にSPFエ
リア内部 ･更衣室 ･バスルーム ･パスボックスにつ
いて､定期的に標準寒天培地を用いた落下細菌検査
を実施 して環境モニタリングを行っている｡検査の
結果､相蘭のコロニーが多数検出された場合には､
衛生管理の方法を改善することにしている｡
オー トクレーブおよび EOG 滅菌器の性能検査を
バイオロジカルインジケーターを用いて半年に1回
の頻度でイ了っている｡これまでに､機器の滅菌効率
に問題が生じた事例は発生していない｡
アレルギー対策
当センターでは､近年実験動物学分野で重要視さ
れている実験劾物管理技術者のアレルギーに対する
取 り組みにも力を入れている｡実験動物を毎日取り
扱うセンター職員に対し､平成 21年 3月より年 2
回の血液抗体検査を行い､動物由来のアレルゲン抗
体の有軽を調査している｡過去 2匝Iの検査結果を示
す (衣 1)｡飼育頭数が多く､日頃より抗原に暴露さ
れる機会の多いマウスに対 して､陽性反応を示す職
員が多かった｡また､複数の勤物種に陽性の職員も
いた｡また抗体検査の他に､センター職員全員につ
いて､健康状態 ･アレルギー症状の有無 ･防御具の
使用状況を毎日確認しており､何らかのアレルギー
症状が見られた職員及び高い陽性反応が出た職貝に
表 1 センター職貝の動物アレルギー検査による
陽性者数
実施項目 H21年9月実施 H22年3月実施
イヌ皮層
モルモット上皮
家兎上皮
ハムスター上皮
ラット
マウス
2 2
2 2
1 1
1 1
2 2
3/10名 4//9名
年 2lnL 血液抗体検査を実施しているCマウスに
対して､陽性反応を示す職貢が多かった｡
ついて､健康状態 ･アレルギー症状の有無 ･防御具
の使用状況を毎日確認しており､何らかのアレルギ
ー症状が見られた職員及び高い陽性反応が出た職員
については､業務分IEl_の割 り当てを考慮 し､飼育室
内-の入室を控えさせている｡さらに､ハー ド面の
対策として､動物飼育室に光触媒空気浄化装置を設
置し､アレルゲンの発生を防止する措置を執ってい
る(図5)｡これにより飼育ラック内の汚れた空気は､
集塵フィルター .光触媒フィルターおよび活性炭フ
ィルターで､臭いとアレルゲンが効果的に除去され､
飼育重内に還元されているo
図5 光触媒空気清浄装置
集塵フィルター ･光触媒フィルター ･活性炭フィ
ルターのはたらきにより､臭いとアレルゲンが効果
的に除去されるO
今後の展望
当センターは改修後およそ 3年が経過したが､現
在のところ､新規SPFエリアを含めた仝エリアで清
浄かつ適切な維持管理ができていると考える｡しか
しながら､今後は､より長期的な視点から､施設の
老朽化に伴った管理方法の改善が求められている｡
さらに､施設の維持管理の他に､生殖工学技術を習
得し､実験動物に関する技術面での利用者へのサポ
ート体制を整えていきたい｡
実験動物施設が機能を十分に果たすためには､微
生物統御･衛生管理の他にも､付帯設備の保守点検､
空調管理､飼育管理､並びに事務処理を含めた管理
体制の全てを相互に調和させる必要がある｡我々は､
設備の適切な運営を通して､本学動物実験成績の精
度 ･再現性を維持 し向上させることを日々目指して
いる｡
